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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

電機工業会（JEMA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業

標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS C 1400-11:2010 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS C 1400 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS C 1400-0 第 0 部：風力発電用語 

JIS C 1400-1 第 1 部：設計要件 

JIS C 1400-2 第 2 部：小形風車の設計要件 

JIS C 1400-3 第 3 部：洋上風車の設計要件 

JIS C 1400-11 第 11 部：騒音測定方法 

JIS C 1400-12-1 第 12-1 部：発電用風車の性能試験方法 

JIS C 1400-21 第 21 部：系統連系風車の電力品質特性の測定及び評価 

JIS C 1400-22 第 22 部：風車の適合性試験及び認証 

JIS C 1400-24 第 24 部：雷保護 
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日本工業規格          JIS 
 C 1400-11：2017 
 (IEC 61400-11：2012) 

風力発電システム－第 11 部：騒音測定方法 

Wind Energy Generation systems- 

Part 11: Acoustic noise measurement techniques 

 

序文 

この規格は，2012 年に第 3 版として発行された IEC 61400-11 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格の目的は，風車による音響放射の測定，並びに解析の一貫性及び精度を確保する一般的な方法

を提示することにある。この規格は，次の事業者などが利用することを念頭において作成した。 

－ 明確に定義された音響放射性能要件及び／又は表示制度（IEC/TS 61400-14 など）を満たすように取

り組む風車製造業者 

－ 性能要件を指定する風車発注業者 

－ 新品又は改修済みの風車が，明確に示された又は要求された音響性能仕様を満たしているという証明

を求められた風力発電事業者 

－ 新品又は改良された風車の設置に関する環境規制及び認可要件に応じて，正確かつ公平に風車の音響

放射特性を規定する必要がある風車の設計者又は規制当局。 

この規格は，風車による複雑な音響放射の測定，解析及び報告に関する標準的なガイダンスである。こ

の規格は，風車の製造，設置，計画及び認可，運転，利用並びに規制に関わる関係当事者の利益となる。

環境上の問題について一貫性のある正確なコミュニケーションを図りながら，風車の開発及び運転を継続

的に行うため，全ての関係当事者はこの規格が推奨する測定・解析手法を適用することが望ましい。この

規格に示す測定及び報告の手順に従うことによって，関係当事者以外の者でも正しい結果を得ることがで

きる。 

 

1 適用範囲 

この規格は，風車による音響放射特性を把握するための測定方法について規定する。この方法では，騒

音の伝搬過程における誤差を避けるために，風車の近傍で，かつ，騒音源が有限の寸法をもつと仮定する

のに十分な距離の範囲で測定を行う。 

ここで示す方法は，環境騒音の問題で一般にとられている騒音の測定方法とは種々の点で異なり，一定

の範囲の風速及び風向の条件における風車の発生騒音の特性を把握することを目的としている。この方法

によって，異なる風車を比較することも可能となる。 

この規格では，1 基の風車の音響放射特性の一貫性を保ち，かつ，正確な方法で把握するための方法を

示す。その内容は，次のとおりである。 

－ 音響測定位置 


